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         　　   　　成 果 報 告 書         　　  　　
成果報告書締切：2014年3月31日(月)
◯ 基本情報
	テ  ー  マ  名
	⑧京の食文化を市民が考え伝えるまち京都

	チームメンバー
氏名（全員）
	藤本 彰子、三宅 広之、長谷川 真岐、晴佐久 浩司、松重 伸明　　


	連絡担当者
連絡先
	氏名：晴佐久 浩司
	TEL：075-612-8128

	
	
	Email：haresaku@ga3.so-net.ne.jp



	● テーマの根拠となった市民の意見　　　　　　　　　      ＊具体的に10行程度でご記入ください。


[bookmark: _GoBack]京都市民のほっとけない想いとして、食に関しては①京都の食文化を伝えること、②食の安全・安心、③給食費の未納問題という意見が出されました。②③については行政が取り組むべき課題という側面があることから、今回は活動するテーマとして取り上げないこととしました。他方、京の食文化を伝える主体は京都市民であり、市民が主体的に活動することを目指して「京の食文化を市民が考え伝えるまち京都」というテーマが設定されることになりました。
平成22年12月に京都市が実施したアンケート結果においても、多くの市民が京の食文化に触れる機会がなく、そもそも京の食文化を知らない人が５割近くいることが明らかとなりました。
　ここで京の食文化には、有識料理・精進料理・懐石料理・家庭料理（おばんざい）と様々ありますが、市民が考え伝えるのであれば、おばんざいを対象に設定するのが妥当であると考えました。また、実際に家庭で料理する機会の多い子育て世代をターゲットとして定めることにしました。家庭で毎日の食生活を見直すことから始めることが、食文化を伝えていくうえで重要であると考えています。

	● 目指す未来像（活動の目的・ねらい）    　　　　　      ＊具体的に10行程度でご記入ください。


家庭において普段から旬の京野菜を使ったおばんざいを食べるようになれば、家族の栄養バランスが改善されるとともに、季節や風土を感じる心豊かな感性を養うことにもつながると考えます。
　また、京野菜の消費量が増えれば京都市郊外の野菜農家の経営が安定化し地産地消につながるとともに、都市近郊に貴重な憩いの場（二次的自然）が維持されます。そして、生産者と消費者の交流を通じて地域に愛着を感じるようになれば、市民１人１人が地域のことを真剣に考え行動するようになると考えます。目指す未来像として、京の食文化をキーワードに地域の再生を目指していきます。

	● 活動の目標（期間内に達成するとしていたこと）　　      ＊具体的に10行程度でご記入ください。


　おばんざいを身近なものとして普及させるためには、まずは市民がおばんざいを知るきっかけづくりをすることが不可欠です。そのため、市民が参加しやすいイベントを定期的に開催し、市民がおばんざいを見直すきっかけを提供していきます。そして、京都府青少年育成協会が提唱している毎月第４土曜日の「家庭の日」を、家族がそろって料理をつくる「みんなでつくろうＤＡＹ」として再設定し、“おばんざい”の普及を目指します。
　Facebookに「Oh!ばんざい」サイトを立ち上げ、おばんざいに興味のある市民のネットワークを築き、おばんざいの普及活動の仲間を増やしていきます。具体的な成果物としては、「Oh!ばんざい」の冊子を作成し、ＰＴＡやおやじの会、子供系ＮＰＯ等に配布し、家庭でおばんざいを作るきっかけとして活用します。

	1. 実施した活動の内容



	· セミナー参加、ヒアリング

	・えこふぁーまーファンくらぶ「食べ比べ会」参加（H24.12） 
・京の食文化ミュージアム「あじわい館」視察（H25.3） 
・「京野菜物語」嵐山トレイル散策（H25.6） 
・京都市文化財保護課ヒアリング（H25.6） 
・近畿農政局世界文化遺産登録講演会（H25.11） 
・おばんざい研究会パネリスト（H25.12） 
・京都をつなぐ無形文化遺産「京の食文化」フォーラム（H25.12）

	· おばんざいパーティ（計７回）

	毎月、松長にておばんざいとお酒の持ち寄りによるパーティを開催。
毎回食に関するテーマでお話しを聴き、おばんざいの普及に向けてのヒントを探るとともに、食に興味がある人のネットワークを作ることが目的。
・初　回（H25.5.18）テーマ「Oh!ばんざいの説明」１４名
・第2回（H25.6.15）テーマ「魅惑の京野菜」２０名
・第3回（H25.7.20）テーマ「水と食から考える」２４名
・第4回（H25.9.29）テーマ「おだしの話」２８名
・第5回（H25.11.30）テーマ「精進料理」１８名
・第6回（H26.1.26）テーマ「食の安全」２４名
・第7回（H26.2.23）テーマ「お茶の話」２５名

	· おばんざい夕涼みコンサート（７月１２日）【３２名】

	祇園祭の時期にあわせて、京町家で親子を対象におばんざい付き夕涼みコンサートを行い、親子揃って京都の伝統文化にふれる機会を提供する。

	· おばんざい提供（随時）

	中京区役所の「朝蜂カフェ」や「京都市１００人委員会」などオープンな集まりの場で、おばんざいの試食とチラシの配布を行い、おばんざいに関心を持つきっかけとする。

	· 未来まちづくりフェスタ（１０月１９日）

	京野菜や和菓子の販売及びおばんざいの試食をブースにおいて行い、販促物に利用するため家庭の食卓の写真を収集するための募集チラシを配付する。また、和菓子づくり体験や野菜のミニ講座を実施する。

	· おむすびで縁結び（１０月１９日）

	山科区主催の婚活イベントにて、おばんざいの提供とおばんざいクイズというコーナーを担当。
今後、チームで実施する「おばんざい婚活」の予行練習として実施。

	· 節分マルシェ（２月１日）

	京都市主催のマルシェにて、おばんざいの提供と活動紹介を実施。
おばんざいについてのアンケート（８６名）を取り、冊子に活用。

	· Oｈ！ばんざい冊子作成

	おばんざいの普及に向けて「Oh!ばんざい」の冊子を作成し、PTAやおやじの会、子育て系NPO等に配布して、おばんざいの啓蒙活動を実施する。



	2.広報実績 

	〇H25.7.2京都新聞「町屋で夕涼みコンサート」　イベントを紹介。
〇H25.12.19京都新聞「談論風発　和食の「和」」　おばんざいパーティを紹介。
〇H26.2.1雑誌Leaf mini臨時増刊号「味力再発見」　おばんざいパーティを紹介。
〇H26.3.1市民新聞３月号「未来まちづくり１００人委員会　成果報告会を開催」
〇H26.3.7 京都新聞「おばんざい、お気軽に　市民グループがパーティー」（写真入り）
〇facebook「Oh!ばんざい」　いいね４１７件



	3 実施体制（チーム内の役割分担、連携先の人・団体等を含む）　　　　※記入しきれない場合は別紙でも可

	氏名・団体名
	所属・役職（団体の場合は空欄）
	活動内の担当・役割

	チームメンバー
	藤本　彰子
	
	文献調査、料理

	
	三宅　広之
	一般企業
	調整、資料

	
	長谷川　真岐
	松長
	企画、料理

	
	晴佐久　浩司
	公務員
	企画、広報

	
	松重　伸明
	公務員
	会計

	サポーター
	増子　雄次郎
	野菜ソムリエ
	

	
	中室　佳代子
	お茶関連企業
	

	
	荒井　康士
	野菜教室
	





	4. 活動の目標達成についての自己評価（効果検証）



	· 市民が参加しやすいイベントを定期的に開催

	（ １ ）
定期的に「おばんざいパーティ」を計７回開催することができ、京都新聞や雑誌LEAFにも掲載されるなど、Oh!ばんざいの活動の認知度はかなり高まった。また、市主催のイベント等におばんざいを提供することで、より多くの市民へおばんざいの美味しさや手軽さを紹介することができた。

	· キャッチフレーズ「みんなでつくろうDAY」の定着

	（ ３ ）
当初の「ママつくらんDAY」を変更させられて、キャッチコピーとしてのインパクトがなくなってしまったため、宣伝の仕方に苦慮した。また、京都府青少年育成協会を訪問する機会がなく、「家庭の日」へ位置づけることができなかった。

	· Facebookの作成

	（ １ ）
ネットワークづくりを目的にfacebook「Oh!ばんざい」を立ち上げ、イベント案内や活動紹介をしてきた。
また、Oh!ばんざいの取り組みを知って頂くのにとても役立っており、食に関心のある人たちとつながることができた。

	· 冊子の作成

	（ ２ ）
「Oh!ばんざい」の冊子を作成するところまでで任期が来たため、冊子を活用しておばんざいを普及するところまで実施できなかった。

	· おばんざいの普及

	（ ３ ）
今後、冊子を配布しながら、実際におばんざいの普及活動を開始する予定。



上記4で挙げられた「効果」を生み出す上で、【貢献した要因】もしくは【阻害になった要因】を分析して、ご記入ください。
	【貢献要因】
・松長という場
・メンバーが楽しんで取り組むこと
・行政とのつながり
・fecebook

	【阻害要因】
・活動期間の短さ
・チーム委員の固定化
・マンパワーの不足
・事務作業（議事録・報告書づくり）



	5　活動の成果（まとめ）　                                 ＊具体的に15行程度でご記入ください。


　活動１年間、予算２０万円でできることは限られており、テーマである市民が考え伝えるという間接的な波及効果は得られなかった。しかしながら、開催したイベントには多くの市民に参加して頂き、おばんざいの美味しさやみんなで食卓を囲む楽しさを十分に味わって頂き、参加者の意識をかえることはできた。
普及で言えば、facebook「Oh!ばんざい」では、４００件を超えるいいねを得ており、投稿１件に対して２００人以上が記事を読んでおり情報発信力を得られた。また、京都新聞や雑誌Leafに掲載され、「Oh!ばんざい」の認知度はかなり高まっていると思われる。

	6　第4期終了後の活動の方向性（継続する／連携して実施する等）


　今後は、この情報発信力を活かして、食に関係する人のネットワークの核となるポータルサイトを目指す。また、特定地域の自治会またはPTAと一緒に年間を通じて活動を展開し、その地域へおばんざいの定着を目指す。


	7　その他（添付資料等）



◯ 本支援金によって発行・作成したもの、掲載記事等

※ イベント等の告知のために作成したチラシや広報紙、掲載記事などがお手元にありましたら、
   コピーでも結構ですので添付してください。
 ※ ラジオやテレビでの紹介等データがお手元にない場合は、紹介された日時と媒体を記入して
　 ください。

◯ 活動の様子がわかる写真データ5枚程度
 ※ 形式JPEG、サイズ1024×768以上
 ※ 運営本部メールアドレス（ kyo-mirai@npo-net.or.jp ）に送信してください。




（運営本部記入欄）
	受付日
	受付者
	確認者



